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要　約

　本研究 の 目的は
， 看護短大生 と

一
般文系短大生の 比較か ら

， 看護短大生 の 性意識 ・性行動の 特徴 を明 らか にす

る こ とで あ る．性教育は 文系短大生 は 100％ ， 看護短大生 は 96．29。が受講 ， 「中 ・高 ・
小学校」が中心で あっ た ．セ

ッ ク ス に つ い て の 情報源 ・イ メ ージ は文系短大生 ・看護短大生 共に 「友人」か らが 最 も多 くつ い で 「雑誌，本，

テ レ ビ
，

ビデオ」の 順 にな っ た ．セ ッ クス 初体験 年齢は全体で
， 16歳〜17歳が47．88％ とほ ぼ 半数を占め た ．

　セ ッ ク ス をする ときに心配なもの は ，共に 「妊娠」 で ある が ，短大生は次 に 「関係 の 変化」で ，看護短大生 で

は 「性感染 症」 と な っ た ，今回 の 調査結果 よ り下記 の こ とが判 明 した．

1）性教 育は文系短大 ・看護短大生 共 に 入学以前 の 学校 教育が 中心 に な り ， 以後 ， 看護短大生 に行わ れ た 教 育は

　　 性意 識 や性行動 に反映され て い ない ．

　2）性意 識 ・性行動共 に文系短大生 ・看護短大生 の 大 きな差 は な か っ た．

　3）避妊 につ い て は，文系短大生
・看護短大生 共に，情報や知識 はあ っ て も確実な方法が実施 され て い な い ．

　4）性感 染症 につ い て は認知度 は高 い が ，防衛対 策まで の 認識 は薄い ．
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は じめ に

　現在 ， 性 に 関する 意識 は 開放的 とな り性行動 も低

年齢化 と 日常化 して い る．そ れ に伴 い 10代女性 の 人

工妊娠 中 絶 の 増 加 ， 10代 〜20代 の エ イ ズ感染者の 急

増 ， 性行 為感染者 の 増加など性行為 に関 わ る 問題が

社 会的 に も問題 にな っ て い る，こ れ は 将 来母親，父

親 と な る 若者 に と っ て 母子感 染 や不 妊症 の 原 因 に な

るな ど 母 子 保 健上 重大 な問題 と なる．マ ス コ ミ等に

も取 り上 げ られ ，若年者 の 性 行動に つ い て は す で に

調査 され て い る．しか し将 来健康を守る仕事 につ く

看護を 目指す 学生 の 意識は どの ような もの で あ るか ，

また，同 世 代 の 人 と比 べ 特異的 な傾 向が あ る か知 ら

れ て い な い ．そ こ で 今回，看護短大生 と
一

般短大生

の 比 較 か ら，看護短大生 の 性意識 ・性行 動 の 特 徴 を

明 らか に し，母性看護学 にお ける教育の あ り方を探

る 基礎資 料 とする こ とを 目的に調査 ，検討 を行 っ た ．

研 究方法

1）調査対象

G 県内文系短期大学の 学生 （女子）100名

G 県A 看護短期大学生 1年生 71名 ，
2年生 81名 ，

3年生

69名

2）調査期間

G 県文系短期大学生 　2005年6月

G 県A 看護短期大学生　2005 年5月

3）調査方法 と倫理的配慮　自記式質問紙に よ る 調査

研 究．研究の 目的 と調査 へ の 協力は学校 の 成績など

と一
切 関係 しな い こ とを説 明 し ， 同意 の 得 られ た 学

生 を対象 に無記名で調査 を行 っ た ．回答後は 封筒 に

入 れ回収用 ボ ッ クス で 回収を行 っ た ．

4）回収率　G 県内文系短期大学 の 学生　76名 （769。 ）

G 県A 看護短期大学生　1年生 70名 ，2年生 72名，3年

生 61名 （91．85％ ）

5）調査内容　対象 の 特性，性教 育に つ い て
， 性へ の

意識 （性行動 に対 す る 関心 ， 性 交 ，
セ ッ ク ス に 対 す
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る考 え方 ）性行動 （初 交体験年齢 ）妊 娠避妊 に 対 す

る知識 と意識 と行動，性感染症 に対す る知識 と考 え

に つ い て 多肢選択及び 記述 で 調査 し た ．

用語 の 定義

　 「セ ッ ク ス 」 は性，性別 ，性交をさすが ，本研究

で は必ず しも性 交 に限 らず性器 へ の 接 触が あ り ， 性

的 な快感が ある こ ととする ．「性行動」 とは性欲 に基

づ く行為全般 及び性 交 をさ し，本研究 で も性 器 の 接

触 を伴わ な い 行為 も含め る ．「性意識」は セ ク シ ャ リ

テ ィ 全般 に お ける意識 をさすが ，本研究で は上 記セ

ッ ク ス に対する意識 をい う．

結　果

1）学生 の 属性　看護短期大学生 ，平均年齢齢は 19．8

歳で あ っ た．文系短期大学生 ，平均年齢 は 19．2歳で

あ っ た，

2）性教育に つ い て ．

　性教育は文系短大生 は 100％ ，看讓i短大生 は 96．2％

が 受講，「中 ・高 ・小学校」が中心 で あっ た．又学校

以外で は
， 文系短大生 は 「医療関係者」が 3L4 ％ 「友

人」550 ％ で 看護短大生 は 「友人」4 ．79 ％ 「先輩」

1．60 ％ で あっ た．両親を見 る と 「父親」「母親」か ら

は文系短大生
， 看護短大生共に約0．41％ が 受けて い た．

　性教育の 内容に つ い て は 「身体の仕組み 」「妊娠」

「避妊」 「性感染症」「セ ッ ク ス 」 の 5項 目 に つ い て で

あ り文系短大生と看護短大生 に差は無か っ た ．

3）性意言哉

　 セ ッ ク ス に つ い て の 情報源 ・イ メ ージ は文系短大

生 ・看護短大生 共 に 「友人」か らが最 も多 くつ い で

「雑誌，本，テ レ ビ，ビ デ オ」 の 順 に な っ た ．（図 1）
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図1　 セ ッ ク ス に つ い て の 情報源
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　 セ ッ ク ス とは どうい うもの か に つ い て は ，文系短

大生 ・看護短大生 共 に 上位 は 「愛情 表現」 34．22％

「ふ れ あ い 」23 ．23 ％ 「子 ど も を作 る た め の 行為」

14．76 ％ とな っ た．

　交際相手 との セ ッ ク ス の 会話 は
， 「よ く会話す る」

「た まに 会話する」共に半数以上 を占めた．

4）性行動

　 セ ッ ク ス 初体験 年齢 は全体 で ， 16 歳 〜18 歳が

47．88％ と ほ ぼ 半数を占め た ．（図 2）

図2 初 めて セ ッ クス した年齢
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　セ ッ ク ス をする ときに 心 配 な もの は，共 に 「妊娠」

で ある が ，短大生 は次 に 「関係 の 変化」 で ，看護短

大生 で は 「性感染症 」とな っ た．

5）妊娠 ・避妊に つ い て

　 「避妊の 必要性」 に つ い て は共 に 90％ 以上 が 「必

要」 と答え て い た．

　避妊を行わな い 理由と し て は，共 に 「面倒」「雰囲気

に流され る」「自分は平気」 と言 う理由が多か っ た．看

護短大生の 中で は学年に よ る差は認め られ なか っ た．

　避妊は どち らがす る べ きか とい う問い に対 して は

文系短大生 で は 「男性」 51．32％ 「両方」44，74％ で あ

っ た ．看 護短 大生 で は 「両 方」74 ．63 ％ 「男性」

24，88％ と な っ た ．（図 3）

％

％

％

％

％

％

％

％

％

80706050403020100

図3 　避妊 は ど ち らが す るべ き か
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　自分 の 排卵 日につ い て は ，「知 っ て い る」 と答 えた

短大生 は 19．74％ で
， 看護短大 生 は 37．81 ％ で あ っ た ．

（図4）うち看護短大生 の 学年に よ る 比較で は 3年生 が
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76％ とな っ た．

　避 妊 に つ い て の 情 報 は 共 に 「友 人 」 「医療 職」

「本 ・雑誌 ・テ レ ビ」が上位 を占めた．

　知 っ て い る避妊 方法は文系短大生 は 「コ ン ド
ー

ム

（男性用 ）」 28．639。 「ピ ル 」 1653％ 「コ ン ドーム （女

性用 ）」 13．31％ 「セ ッ ク ス を しな い 」12．50 ％ ，看護

短 大生 は 「コ ン ド
ー

ム （男 ）」 20 ．84 ％ 「ピ ル 」

14．25％ 「基 礎体温」12．74％ 「膣 外射精 」 10．15％ の 1［1頁

に な っ た ． しか し，看護短大生 の 学年に よ る 比較で

は大 きな差 は認め ら れ な か っ た ．
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図5　避妊 に つ い て の 情報源
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　 自分 が とる避妊 の 方法に つ い て は 文系短大生 で は

63．92％ が 「コ ン ド
ーム （男性 用）」つ い で 「セ ッ クス

を しな い 」9．28％ 「コ ン ド
ー

ム （女性用）」8．25％ と

な っ た ．看護短大 生 で は46．49％ が 「コ ン ド
ーム （男

性 用）」つ い で 「基礎体温」16．22％ 「セ ッ ク ス しな い 」

10．0％ 「月窒外射精」 9．g9。 と な っ た．（図 7）

　避 妊方 法 の 選択 理 由は 共 に 上 位 3位 ま で が 同 じで ，

「方法 が 簡 単」 37．36Cf。 「手 に入 りや す い 」 27．47％
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「自分で 防 ぐ こ とが 出来る」15．93 ％ の 順 に な っ た ．
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方 法 が簡 単

その 他

自分 で防 ぐことが出来 る

感染症 が 心配 だ か ら

体 に負担 が ない
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　人工妊娠中絶の イ メ ージは共に，「胎児が かわ い そ

う」「怖い 」「罪深 い 行為」 と上位3位ま で は ほ ぼ 同数

で ，約72％ を占めた ．つ い で 文系短大生 は 「痛そ う」

15 ．35 ％ で あ り， 看 護短大 生 は 「後遺症 が 心 配 」

13．12％ とな っ た．

　妊娠 した 場合で は文系短大生 は 「結 婚」 32．43％ と

「出産」35．14％ とな っ た が ，そ れ に対 し看護短大生

は 「出産」28．72％ 「中絶」28．21％ 「結婚」23．08％ の

順 で あ っ た ．

図 9　交 際 中、妊 娠 した らど う す る か

　 　 　 無回 答

　 　 　 　 その 他

　 　 　 中絶する

結婚 し妊 娠を続 ける

0．O％ 　20 ，0％ 40．0％ 60 ．0％ 80．0％

6）性感染症に つ い て

　名称 に つ い て多少の 差 はあ るが ，幅広 く知 っ て い

た ．しか し，症状や 治療法 は半数以上 が 「知 らな い 」

と答 えた ．感 染 に 対 して 「不安あ り」が 文系短大
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生
・看護短大生共に約半数 を占め た ．

図 10　STD に 関 す る不 安

どちらとも い えない

不安
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考　察

1）性教育 ・性意識に つ い て

　性教育 に つ い て は，共に 小 ・中 ・高の 学校教育 は

ほ ぼ同 じと考 えられ る．看護短大生 は母性看護学の

授業の 中で ，2年生前期 に母性看護学概論及び母子保

健 15時間，2年生通年 に母性看護学 60時間，3年生 で

母1生看護学実習90時間を受講 し て い る が意識 され て

い ない ．こ れ は劔 ら
］）

関塚 ら
Z）

の性意識 ・性行動調査

に お い て の 教育前後の 差が無 い とい う結果 と同じと

考え られ る．セ ッ ク ス に つ い て の 情報源や イ メ
ー

ジ

も短大生 ・看護短大生 共に 「友人」 とい う結果に な

り学校教育以外で は 「両親」 の 存在は薄 く．家庭で

は教育が な さ れ な い こ とが 分か る．

2）性行動 ・妊娠 ・避妊に つ い て

　性体験の 平均年齢は 共に 16〜18歳で 約半数が 体験

し て い た ．こ れ は他 の 研究か ら も平均的で ある と考

えられ る 3）．

　 セ ッ クス をす る と き一番心配 な こ と は 共 に 「妊娠」

で あ り 「避妊 の 必 要性」 に つ い て は 90％以上 が必要

と答 えて い るが ， 避妊 の 手段 は 「簡単 ・手 に入 りや

す い 」理 由か ら 「コ ン ド
ー

ム 」 に よ る 避妊法が圧倒

的に多い ．「コ ン ド
ーム 」は学校教 育の 性教育に取 り

入 れ られ た こ と や ，エ イズ感染 防止 運動な ど に よ り

若者 の 中 に浸透 した もの と考えられ るが ，そ の 他 の

行わ れ て い る手段 で は ，「ピル 」 を除 け ば確実性 があ

る とは言 えな い ．又 ，コ ン ド
ーム の 選択理 由と して

看護短大生 は 「性感 染症 の 予 防」 を4番目 に 選択 して

い るな ど意識 と して は薄 い こ と が分 かる．

　 ピ ル につ い て は避 妊 の確実性 や女性 主導性 と して

「ピル 解 禁」が 話題 に な っ た た めか ，そ の 認 識 は 2番

目に あ るが実際 には選択 され て い ない 結果 とな っ た ．

自分が実際に使用する と なる と，「使用方法が正確 に

わ か らない 」「買い に くい 」 「売 っ て い る場所が分か

らな い 」等が あげられ，避妊を行 わな い 理 由と して

「面倒」 「雰囲気に流 され る」「自分 は平気」等の 理由

と併せ て 選択 に 至 ら な い こ とが 分 か る ．確実に浸透

する対策が必要 と考えられ る ．

　避妊 は 文系短大生 で は 「両方」 と 「男性」が行 う

と答 えて お り，看護短大生は 「両方」が 選択 さ れ て

い る．しか し ， 実際 に実行 され て い る 方法 は 文系短

大生 ・看護短大生 ともに コ ン ド
ーム が 多 く， 男性主

導型 とな っ て い る． しか し ，
コ ン ド

ーム に対 して

「自分 で 防 ぐこ とが 出来 る」と答えて い る もの も多く，

こ れ は先行研究 か ら コ ン ド
ー

ム の 装着 をパ ー
トナ

ー

に言 える と答 える もの が多 い 結果， こ の よ うな認識

とな っ て い ると考えられる．

　 「妊娠」 した場合に と る行動 と して ，文系短大生 は

「出産」「結婚」を多く選択 して い るが，看護短大生 は，

「出産」 「中絶」「結婚」の 順に大 き く3つ に 分かれた ，

人工 妊娠 中絶に つ い て の イ メ
ー

ジは文系短大生 ・看護

短大生 共に 上位 は同 じで あ るが看護短大生 の 方に約

13％ は 「後遺 症が心配」 をあげ て い る．人 工 妊娠 中絶

に対する知識はあ る が看護師として の ラ イ セ ン ス を獲

得 し，専門職と して の 目標がある ため に 「中絶」 と言

う選択が され たもの と推測 される．よ り確実な避妊 へ

の知識をつ ける こ とが必要 とされ る．

3）性感染症に つ い て

　性感染症に つ い て は，共に マ ス コ ミ な ど の 影響 も

伴 い 認知度は 高 い が 「不安」や 「怖 い 病気」 との 認

識 に とどま り，避妊方法の 選択か らも対策 ま で に は

至 ら な い こ とが 分か る．又 ， 看護短大生 の 学年に よ

る差 は ほ と ん ど認め られず ， 看護短大入学後の 学習

が生 か され ない と考えられ る，

結 　論

1）性教育は文系短大 ・看護短大生 共に 入学以前 の 学

校教 育が 中心 にな り，以後，看護短大生 に行わ れ た

教育は 性 意識や性行動 に 反 映され て い な い ．

2）性意識
・
性行動共 に文系短大生

・看護短大生の 大

きな差 は なか っ た ．

3）避妊 につ い て は，文系短大生
・看護短大生共に

，

情報や知識 はあ っ て も確実 な方法が実施 され て い ない ．

4）性 感染症に つ い て は 認知度は 高 い が ，防衛対策 ま

で の 認識 は薄 い ．

7，まと め

　今回，こ の 調査 を通 して 看護学生 ・文系短期大学

生 の 性意 識 ・性行動 に つ い て 考察す る機会 を えた ．
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結果 は全項 目に わ た っ て 文系短大生 ・看護学生 に 差

は少 な く， 看護学 の 授業 な ど か ら も触れ られ て い る

に も関わ らず ， 避妊方法 は 十 分 と 言 える方法 は と ら

れ て い な か っ た ．今後，学習 す る機会，情報 はあ っ

て も行動 を変容する に 至 らな い 要 因 を考える こ と が

必要で ある こ と が示唆 され た．
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Study on  Comparison of  Sexual Consciousness and  Sexual Behavior between  Liberal

             Arts Course  and  Nursing College of  Junior College Students

Atsuko Ishizawa

                                          Abstract

  The  purpose of  this study  is to clarify  the  characteristics  of  sexual  consciousness  and  sexual  behavior between  liberal arts

course  and  nursing  college  ofjunior  college  students.  Hundred percent of  students  of liberal arts course  and  96.2% of  nursing

students  reported  that they took sex  education  class mostly  in elementary,  junior high or senior  high school,

Both students  of liberal arts course  ancl nursing  course  reported  [Friend] as the source  of  sex  infbrmation and  image  at  most

fbllowed by [Magazines, books, TV, and  video].  About half of  the entire students  (47.88%) reported  [16 years old  tol8 years

old]  as the age  of first sexual  experience.

  The results of  research  have revealed  that:

  Both students  reported  [Pregnancy] as the most  concern  when  engaging  in sex, fbllowed by [Change in relationship]  and

[Sexually transrnitted infection] of students  of  liberal arts course  and  nursing  students,  respectively.

1) Both liberal arts course  and  nursing  course  the students  took sex  education  in the school  educations  before college

enrollment;  however, the education  in the college  was  not  reflected  on  the report  of  sexual  consciousness  and  sexual  behavior

of nursing  course,

2) As fbr sexual  consciousness  and  sexual  behavior, there was  no  big difference in reports  of  the students  in liberal arts coarse

and  nursing  course.

3) Although  both students  have infbrmation and  knowledge on  contraception,  reliable measures  of  contraception  are not  yet

performed.
4) As fbr the sexually  transmitted  infection, the results  have show  n  that sexually  transmitted  infections are  recognized  among

those students,  but the students  are  less acquainted  with  the prevention measures.

Keywords: Sexual consciousness,  Sexual information, Sexual behavior, Nursing college  student,  Student of  liberal arts  course
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